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カンキツ品種「天草」の早期摘果による果実の肥大促進 

［要約］無加温ハウスで栽培された「天草」は、６月上旬に葉果比を 120 程度に早期摘

果することで果実肥大が優れる。 
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［背景・ねらい］  

ハウス栽培された「天草」等の中晩生カンキツ品種は、商品性の向上を図るために、大

玉果の生産が必要である。そのため、「天草」の果実肥大特性を把握し、適正な葉果比や摘

果時期について明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．葉果比 120 区は 90 区、50 区に比べ摘果直後の夏期の日肥大量が大きく、秋期には葉

果比 50 区の日肥大量が特に小さくなる（図１）。 

２．６月下旬の果実横径が大きい程、収穫時の果実横径も大きくなる傾向にある（図２）。 

３．摘果時期の早晩にかかわらず、葉果比の大きい方が果実横径は大きくなる。ただし、

６月上旬の早期摘果は、葉果比に関係なく６月下旬の摘果より肥大促進効果は大きい

（図３）。 

４．収穫時の果実品質は、早期摘果区でやや果皮色は薄いが、果実肥大が良好であること

からクエン酸は低くなる。しかし、糖度への大きな影響はほとんど見られない（表１）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．「天草」の無加温ハウス栽培に活用できる。  

２．気象条件等により生理落果が遅くまで続く場合には、落果終了後に摘果を行う。 

３．果実品質の低下を招く恐れがあるため、葉果比 120 以上の過度の摘果は行わず、摘果

不足の場合には仕上げ摘果も実施する。 

 



［具体的データ］ 

図１　時期毎の葉果比別日肥大量
(2000年)
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図２　６月下旬の果実横径と収穫時
における横径との相関（2000年）
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図３　摘果時期及び葉果比の違いによる

果実横径の推移(2001年)
注）摘果時期は早期摘果で6/5、後期摘果で6/20
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表１  摘果時期及び葉果比の違いが収穫時の果実品質に及ぼす影響 (2001.11.29) 

処理区 横径 果実重 果肉歩合 果実比重   糖度 クエン酸

 (mm) (g) (%)    (Brix) (%) 

早期 ８０区 85.9b 304.4a 84.5a 0.98a  9.9bc 0.95b 

早期１２０区 88.7a 327.2a 83.7a 0.96b 9.9bc 0.95b 

後期 ８０区 79.2c 240.9c 83.0b 0.96b 10.3a 1.05a 

後期１２０区 81.3c 265.7b 83.8ab 0.98a  10.0ab 1.02a 

有意性（ｔ検定） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

    注） ＊は５％水準で有意差あり 
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